
大会に向けて猛練習している居武士小学校スケート少年団大会に向けて猛練 している居武士 学校スケート少年団大会に向けて猛練習している居武士小学校スケート少年団

予
算
編
成
の
重
点
課
題
と

予
算
編
成
の
重
点
課
題
と

収
入
の
見
通
し
は

収
入
の
見
通
し
は

収
入
の
見
通
し
は

予
算
編
成
の
重
点
課
題
と

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・

議 会
だより

160号

くんねっぷ
HOKKAIDO KUNNEPPU TOWN

くんねっぷ
HOKKAIDO KUNNEPPU TOWN

12
月
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案

意
見
書
／
行
政
報
告

平
成
19
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定

議
会
の
主
な
う
ご
き
／
あ
と
が
き

２410

・
発

行

北
海
道
訓
子
府
町
議
会

・
編

集

訓
子
府
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
二
月
一
日
発
行

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

６

・・・・・・・・

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ

5
ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ



平成 第４ 定例

№160

【
質
疑
応
答
】

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

耐
震
診
断
業
務
は
、

い
つ
の
時
期
に
行
う
の

か
。

冬
休
み
中
に
行
い
た

い
。

予
算
は
、
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

予
算
は
、
全
額
国
庫

補
助
で
、
２
９
８
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ

平成20年

定例会
12月16日～12月17日まで

12月一般会計2,545万円を補正

固定資産評価審査委員会委員の選任

補 正 予 算
平成20年度各会計補正予算については、原案のとおり可決されました。

一般会計（第４号）

歳入歳出予算に2,545万1千円を追加し、総

額を40億2,882万4千円とした。

・社会資本整備基金積立金 265万円を追加

・福祉灯油助成 203万円を計上

・介護保険特別会計繰出金19万４千円を追加

・臨時介護支援専門員賃金70万６千円を計上

・乳幼児医療費助成事業 医療費助成

82万２千円を追加

・肥料等生産資材高騰対策事業費補助金（土壌

診断機器購入費助成） 201万７千円を計上

・消防庁舎耐震補強実施設計業務委託料

250万円を計上

・訓子府小学校児童用トイレ便器改修工事

130万円を追加

・訓子府小学校備品購入費（校内放送設備等

の更新と関連機器の導入） 770万円を計上

・図書館備品購入費（図書購入）

100万円を追加

・学校給食センター耐震診断業務委託料

298万円を計上

・長期債元金繰上償還金（昭和56年度に6.5％

で借り入れた造林資金が補償金免除の繰上

償還が認められたことによる）

130万２千円を追加

水道会計（第１号）

歳入歳出予算に690万円を追加し、総額を8

億5,145万6千円とした。

・退職被保険者等療養給付費（予算不足分が

見込まれるため） 600万円を追加

・退職被保険者等高額療養費（予算不足分が

見込まれるため） 90万円を追加

歳入歳出予算に38万7千円を追加し、総額を

4億4,235万2千円とした。

・介護保険システム改修業務

38万７千円を計上

水道事業費に210万円を追加し、総額を1億

9,876万3千円とした。

・開盛井戸 余剰取水量等調査委託料

210万円を計上

資本的支出に2,244万1千円を追加し、総額

を1億1,823万2千円とした。

・企業債償還金（公的資金補償金免除繰上償

還に伴う） 2,244万1千円を追加

主な歳出内容

国保会計（第２号）

歳出内容

歳出内容

歳出内容

歳出内容

介護保険特別会計（第２号）

ＡＡ Ｑ
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平成21年２月１日発行

計
画
に
基
づ
く
経
営
の
改

善
を
図
る
た
め
、
収
益
的

収
支
の
累
積
欠
損
金
を
減

ら
し
、
安
全
・
安
心
で
き

る
き
れ
い
な
水
を
い
つ
で

も
使
用
す
る
た
め
に
、
水

道
料
金
を
改
定
す
る
こ
と

か
ら
、条
例
を
改
正
し
た
。

◆
農
業
集
落
排
水
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

下
水
道
事
業
経
営
健
全

化
計
画
に
基
づ
く
経
営
の

改
善
を
図
る
た
め
、
厳
し

い
町
財
政
状
況
の
中
、
快

適
な
生
活
環
境
の
実
現
及

び
町
財
政
健
全
化
を
目
的

に
、
農
業
集
落
排
水
施
設

使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と

か
ら
、条
例
を
改
正
し
た
。

◆
個
別
排
水
処
理
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

下
水
道
事
業
経
営
健
全

化
計
画
に
基
づ
く
経
営
の

改
善
を
図
る
た
め
、
厳
し

い
町
財
政
状
況
の
中
、
快

適
な
生
活
環
境
の
実
現
及

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

原
案
可
決

健
康
保
険
法
施
行
令
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
出

産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

を
35
万
円
か
ら
３
万
円
を

上
限
と
し
て
加
算
す
る
た

め
、
条
例
を
改
正
し
た
。

◆
北
網
広
域
圏
組
合
規
約

の
変
更

原
案
可
決

北
網
広
域
圏
組
合
の
解

散
に
伴
う
事
務
の
承
継
と

解
散
後
の
剰
余
金
を
構
成

市
町
に
配
分
す
る
た
め
、

規
約
を
変
更
し
た
。

◆
北
網
広
域
圏
組
合
の
解

散

原
案
可
決

一
部
事
務
組
合
と
し
て

運
営
さ
れ
て
き
た
北
網
広

域
圏
組
合
が
平
成
21
年
３

月
31
日
で
解
散
す
る
た

め
、
議
決
し
た
。

﹇
本
町
分
﹈

出
資
金
配
分
額

３，

３
０
５
万
円

出
資
比
率３

・
６
７
２
％

【
条
例
の
制
定
等
】

◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

先
の
定
例
会
の
「
町
税

条
例
の
一
部
改
正
」
に
お

い
て
、
町
内
３
法
人
指
定

を
行
っ
た
が
、
指
定
で
き

る
法
人
は
「
所
得
税
の
寄

附
金
控
除
の
対
象
と
な
る

寄
附
金
の
う
ち
、
地
域
に

お
け
る
住
民
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
も
の
」
に

限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
先
に
誤
っ
て
指
定
し

た
法
人
を
削
除
す
る
た

め
、
条
例
を
改
正
し
た
。

◆
手
数
料
徴
収
条
例
等
の

一
部
改
正

”挙
手
採
決
“（
反
対
１
名
）

の
結
果

原
案
可
決

証
明
手
数
料
・
閲
覧
手

数
料
・
交
付
等
手
数
料
・

葬
斎
場
使
用
料
の
見
直
し

に
伴
い
、
条
例
を
改
正
し

た
。

【
質
疑
応
答
】

今
回
、
町
で
は
葬
斎

場
の
使
用
料
を
改
正

Ｑ

び
町
財
政
健
全
化
を
目
的

に
、
個
別
排
水
処
理
施
設

使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と

か
ら
、条
例
を
改
正
し
た
。

◆
共
同
利
用
模
範
牧
場
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

改
正

原
案
可
決

サ
イ
ロ
６
基
の
解
体
・

売
払
い
処
分
に
伴
い
、
条

例
を
改
正
し
た
。

【
質
疑
応
答
】

町
営
牧
場
に
設
置
の

サ
イ
ロ
６
基
が
解
体

さ
れ
、
売
払
い
代
金
と
し

て
、
２
６
５
万
円
が
あ
っ

た
が
、
サ
イ
ロ
は
町
有
財

産
で
あ
り
、
多
目
的
に
運

用
で
き
る
「
財
政
調
整
基

金
」
に
積
み
立
て
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

酪
農
経
営
は
、
２
年

前
か
ら
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の

牧
場
経
営
に
も
こ
れ
以
上

の
負
担
増
は
困
難
と
の
考

え
か
ら
、
社
会
資
本
整
備

基
金
の「
牧
場
基
金
」に
積

み
立
て
る
こ
と
と
し
た
。

Ａ Ｑ

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

葬
斎
場
に
係
る
委
託
料
が

減
額
さ
れ
、
町
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
値
上
げ
を
す
る
の

か
。

本
町
で
は
、
葬
斎
場

の
建
設
に
あ
た
り
、

当
時
と
し
て
は
、
最
高
の

設
備
及
び
利
用
者
に
配
慮

し
な
が
ら
、
安
い
使
用
料

で
設
定
し
た
。

ま
た
、
町
で
は
、
火
葬

１
件
に
つ
き
、
委
託
料

１
５，

０
０
０
円
の
負
担

を
し
て
い
る
。

今
回
、
財
政
健
全
化
戦

略
プ
ラ
ン
の
中
で
使
用
料

を
見
直
す
た
め
、
近
隣
自

治
体
で
の
料
金
改
定
の
動

向
も
見
据
え
な
が
ら
、
火

葬
１
件
当
た
り
の
委
託
料

相
当
額
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

◆
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正

”挙
手
採
決
“（
反
対
１
名
）

の
結
果

原
案
可
決

水
道
事
業
経
営
健
全
化

Ａ



№160

◆
北
見
地
区
衛
生
施
設
組

合
の
解
散

原
案
可
決

一
部
事
務
組
合
と
し
て

運
営
さ
れ
て
き
た
北
見
地

区
衛
生
施
設
組
合
が
平
成

21
年
３
月
31
日
で
解
散
す

る
た
め
、
議
決
し
た
。

◆
北
見
地
区
衛
生
施
設
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分

原
案
可
決

北
見
地
区
衛
生
施
設
組

合
の
解
散
に
伴
い
、
剰
余

金
等
の
財
産
の
処
分
に
つ

い
て
議
決
し
た
。

◆
町
道
路
線
の
認
定

原
案
可
決

道
路
改
良
工
事
予
定
の

大
町
北
３
条
線
（
路
線
延

長

１
０
７
・
８
１
ｍ
）

を
、
新
た
に
町
道
に
認
定

し
た
。

◆
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

及
び
和
解

原
案
可
決

町
職
員
の
公
用
車
事
故

に
よ
る
損
害
賠
償
の
額

を
、
次
の
と
お
り
決
定
し

和
解
し
た
。

◇
相
手
方

鷲
谷

太
郎（
東
京
都
）

◇
損
害
賠
償
額
（
全
額
保

険
適
用
）

１，

８
２
８，

８
６
５

円
◆
出
納
検
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
10
月
か

ら
12
月
ま
で
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
及
び
水
道

事
業
会
計
に
つ
い
て
例
月

出
納
検
査
を
実
施
し
た
結

果
、
出
納
事
務
は
適
法
に

行
わ
れ
、
異
状
な
い
旨
の

報
告
が
あ
っ
た
。

町長からの行政報告（要旨）

議
決
し
た
意
見
書

│
議
員
提
案
に
よ
り

次
の
意
見
書
案
が

提
出
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、

政
府
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
し

た
。
│

◆
自
主
的
な
共
済
制

度
の
保
険
業
法
の

適
用
除
外
を
求
め

る
要
望
意
見
書

１．バス通学定期運賃補助制度の創設について
高校生等が利用しておりますバスの通学定期運賃につきましては、北見市が管理している北海道ちほく高原鉄道経営安定

等基金事業として、ふるさと銀河線代替バスの通学定期運賃差額補助を行っているところですが、この補助は３月で終了と
なります。
通学定期の運賃補助につきましては、昨年の10月30日に開催した首長会議の協議結果、11月25日付けで、１市３町によ

る「通学定期運賃補助事業実施に係わる覚書」を取り交わしました。
補助の目的は、代替バスの運行を将来にわたって安定的に確保するための支援策の一つとして位置付けています。
補助率は、北見・陸別間の通学定期運賃に北見市内への乗り継ぎ割引を加味しない運賃の３分の１を補助しようとするも

のです。
補助期間は７年間としていますが、これは、３年ごとに制度の見直しを行うことにしています。
なお、定期券の購入は、各市町の定期券販売窓口で補助後の利用者負担額の支払いで済むよう、配慮もさせていただきま

した。

２．教育費指定寄付金について
昨年11月６日、前教育委員長でもありました白崎隆誠さんから、子ども達のための図書購入費に充てていただきたいと、
図書館に100万円の高額寄付がありました。
図書館では白崎さんのご意向等もお聴きしながら、「白崎文庫」を設立し、図書の充実を図っていきます。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

原
案
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
２
名
が
、

平
成
20
年
12
月
22
日
に

任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
大
正
寺
信
雄
さ
ん

と
岩
城
道
尚
さ
ん
を
引

き
続
き
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
た
。

大正寺信雄さん（緑丘）岩城道尚さん（旭町）

◆
北
網
広
域
圏
組
合
の
解

散
に
伴
う
財
産
処
分

原
案
可
決

北
網
広
域
圏
組
合
の
解

散
に
伴
い
、
剰
余
金
等
の

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
議

決
し
た
。

【
質
疑
応
答
】

「
北
網
広
域
圏
組
合
」

が
解
散
と
な
り
、
当

町
の
出
資
金
配
分
額
や
剰

余
金
の
配
分
見
込
額
を
合

わ
せ
て
３，

４
１
８
万
１

千
円
程
度
見
込
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
の
か
。

町
の
財
政
健
全
化
の

準
備
金
と
し
て
、「
財

政
調
整
基
金
」
に
積
み
立

て
る
こ
と
に
し
た
。

◆
北
見
地
区
衛
生
施
設
組

合
規
約
の
変
更

原
案
可
決

北
見
地
区
衛
生
施
設
組

合
の
解
散
に
伴
う
事
務
の

承
継
等
と
解
散
後
の
剰
余

金
を
構
成
市
町
に
配
分
す

る
た
め
、
規
約
を
変
更
し

た
。

Ａ Ｑ
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
の
”審
査
意
見
“

「
町
税
及
び
使
用
料
等

の
未
収
額
の
解
消
」
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
収
納
率

向
上
に
対
す
る
努
力
は
十

分
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
町

税
の
収
入
未
済
額
に
つ
い

て
は
、
生
活
困
窮
者
及
び

低
所
得
者
層
の
増
税
に
よ

る
こ
と
が
主
な
原
因
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

生
活
状
況
を
総
合
的
に
把

握
す
る
方
法
と
し
て
、
収

入
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
収
納
率
の
向
上
の
た

め
の
方
策
も
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

さ
ら
に
、
町
税
等
の
滞

納
者
へ
の
個
別
指
導
や
督

促
状
の
励
行
等
に
よ
り
、

納
税
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
や
、
将
来

に
向
け
て
、「
滞
納
解
消

の
た
め
の
広
域
的
な
徴
収

の
検
討
」
な
ど
を
含
め
、

収
入
の
確
保
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

今
後
と
も
、
自
主
財
源

の
確
保
と
税
の
公
平
性
の

原
則
か
ら
も
、
各
課
等
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
徴
収
努
力
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
水
道
事
業
の
繰

越
欠
損
金
が
累
積
し
て
い

る
中
、
水
道
事
業
会
計
の

繰
上
償
還
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
高
利
率

の
繰
上
償
還
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
更

な
る
繰
上
償
還
に
つ
い
て

の
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。次

に
、
産
業
後
継
者
育

成
基
金
に
つ
い
て
は
、
本

町
の
農
業
後
継
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

新
た
な
基
金
の
活
用
方
法

と
し
て
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
青
少
年
育
成

の
た
め
の
「
人
づ
く
り
」

に
使
用
す
る
な
ど
、
幅
広

い
基
金
の
有
効
活
用
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。財

政
的
に
厳
し
い
状
況

下
で
、
職
員
数
が
減
少
し

て
い
る
中
、
財
政
健
全
化

に
向
け
て
の
創
意
工
夫
と

職
員
一
人
ひ
と
り
の
努
力

は
十
分
評
価
で
き
ま
す
の

で
、
今
後
に
お
い
て
も
、

事
業
の
費
用
対
効
果
を
念

頭
に
お
き
、
知
恵
と
工
夫

を
発
揮
し
て
業
務
効
率
を

高
め
、
町

民
の
サ
ー

ビ
ス
向
上

に
努
め
て

い
く
こ
と

を
望
み
ま

す
。
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基
準
ど
お
り
積
算
し
て
い
る

公
共
工
事
の
価
格
設
定
は
甘
く
な
い
の
か

大
変
有
意
義
な
懇
談
会
で
あ
っ
た

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か

極
め
て
重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る

住
民
参

型
の
計
画
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は 平成平成211年初めてのホームルーム年初めてのホームルーム

(居武士小学校１居武士小学校１・２年生２年生)
平成21年初めてのホームルーム
(居武士小学校１・２年生)

一 般 質 問  一 般 質 問  一 般 質 問  

財
政
健
全
化
戦
略
に
最
大
限
取
り
組
む

財
政
健
全
化
戦
略
に
最
大
限
取
り
組
む

財
政
健
全
化
戦
略
に
最
大
限
取
り
組
む

予
算
編
成
の
重
点
課
題
と
収
入
の
見
通
し
は

予

編
成
の
重
点
課
題
と
収
入
の
見
通
し
は

予
算
編
成
の
重
点
課
題
と
収
入
の
見
通
し
は

町
長

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る

新
教
育
課
程
の
移
行
措
置
の
進
捗
は
ど
う
か

新
教
育
課
程
の
移
行
措
置
の
進
捗
は
ど
う
か

新
教
育
課
程
の
移
行
措
置
の
進
捗
は
ど
う
か

教
育
長

5名の議員が町長、教育長に一般質問を行いました。 

№160

平
成
21
年
度
に
向

け
て
の
予
算
編
成
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
重
点
課

題
を
ど
こ
に
置
い
た
の
か

伺
い
た
い
。

予
算
編
成
に
あ
た

っ
て
は
中
長
期
的
な
自
立

の
財
政
運
営
を
目
指
す
こ

と
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
示

す
こ
と
と
、
継
続
事
業
の

効
果
等
を
再
検
証
し
な
が

ら
真
に
必
要
な
施
策
の
再

構
築
を
目
指
す
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
い
る
。

地
方
交
付
税
の
入

り
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

る
の
か
。普

通
交
付
税
の
算

定
は
、
人
口
や
面
積
な
ど

の
測
定
単
位
に
各
種
補
正

係
数
を
乗
じ
、
さ
ら
に
、

単
位
費
用
を
乗
じ
て
計
算

す
る
が
、
補
正
係
数
は
算

定
時
に
示
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
し
、
単
位
費
用
に
つ

町
長

質
問

町
長

質
問

い
て
は
２
月
以
降
に
示
さ

れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
の

で
現
時
点
で
は
全
く
予
測

が
つ
か
な
い
。

国
の
ね
じ
れ
国
会
と
い

う
不
安
定
な
状
況
に
あ
る

中
で
、
与
野
党
い
ず
れ
も

地
方
が
疲
弊

ひ
へ
い

し
て
い
る
現

状
を
理
解
し
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

平
成
21
年
度
に
つ
い
て
は

更
な
る
増
額
が
あ
り
得
る

も
の
と
期
待
を
し
て
い

る
。

等
が
あ
る
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、

指
導
内
容
、
授
業
時
数
の

増
加
な
ど
改
訂
内
容
の
確

認
や
課
題
へ
の
対
応
、
さ

ら
に
は
、
学
校
裁
量
に
よ

り
実
施
可
能
な
教
科
等
の

選
定
を
行
う
な
ど
教
育
課

程
、
指
導
計
画
の
作
成
に

向
け
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

移
行
措
置
案
の
協

議
が
進
ん
で
い
る
と
思
う

が
本
町
独
自
の
取
り
組
み

を
論
議
さ
れ
て
い
れ
ば
伺

い
た
い
。

移
行
措
置
期
間

中
に
は
、
学
校
の
裁
量
で

可
能
な
も
の
は
先
行
実
施

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

教
育
長

質
問

移
行
期
間
中
は
授

業
時
数
増
加
は
な
い
国
語

も
全
面
実
施
で
は
、
低
・

中
学
年
を
中
心
に
増
加
す

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
習

得
し
た
知
識
を
活
用
す
る

学
習
活
動
を
、
今
か
ら
検

討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

現
時
点
の
進
捗
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

各
学
校
に
お
い

教
育
長

質
問

こ
の
こ
と
か
ら
、
両
小

学
校
と
も
外
国
語
活
動
を

実
施
す
る
予
定
で
進
め
て

お
り
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
活
用
し
な
が
ら
、

訓
子
府
小
学
校
で
は
多
く

の
教
員
が
外
国
語
活
動
に

携
わ
る
よ
う
、
平
成
21
年

度
は
３
年
生
か
ら
６
年
生

で
10
時
間
、
平
成
22
年
度

は
４
年
生
か
ら
６
年
生
で

15
時
間
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

ま
た
、
居
武
士
小
学
校

も
、
引
き
続
き
３
・
４
年

生
が
語
学
指
導
助
手
と
ふ

れ
あ
う
た
め
に
10
時
間
、

５
・
６
年
生
は
平
成
21
年

度
に
20
時
間
、
平
成
22
年

度
に
30
時
間
を
予
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

て
は
新
学
習
指
導
要
領
が

適
切
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
教
職
員
の
理
解
・
認

識
を
深
め
る
た
め
に
学
習

会
や
研
修
会
な
ど
を
行
い

な
が
ら
教
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
21
年
度
か
ら
直
ち

に
先
行
実
施
す
る
も
の
や

新
課
程
の
内
容
の
一
部
前

倒
し
、
さ
ら
に
学
校
裁
量

で
先
行
実
施
で
き
る
教
科 小 林 議 員

ぱ ん 質 問
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基
準
ど
お
り
積
算
し
て
い
る

基
準
ど
お
り
積
算
し
て
い
る

基
準
ど
お
り
積
算
し
て
い
る

公
共
工
事
の
価
格
設
定
は
甘
く
な
い
の
か

公
共
工
事
の
価
格
設
定
は
甘
く
な
い
の
か

公
共
工
事
の
価
格
設
定
は
甘
く
な
い
の
か

町
長

大
変
有
意
義
な
懇
談
会
で
あ
っ
た

大
変
有
意
義
な
懇
談
会
で
あ
っ
た

大
変
有
意
義
な
懇
談
会
で
あ
っ
た

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か

町
長

極
め
て
重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る

極
め
て
重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る

極
め
て
重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る

住
民
参
加
型
の
計
画
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は

住
民
参

型
の
計
画
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は

住
民
参
加
型
の
計
画
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は

町
長

平成 1年初めてのホームルーム
(居武士小学校１・２年生)

一 般 質 問  一 般 質 問  

財
政
健
全
化
戦
略
に
最
大
限
取
り
組
む

予

編
成
の
重
点
課
題
と
収
入
の
見
通
し
は教

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る

新
教
育
課
程
の
移
行
措
置
の
進
捗
は
ど
う
か

平成21年２月１日発行

こ
れ
ま
で
に
５
日

間
、
７
会
場
で
「
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し

て
き
た
が
、
ど
の
様
に
総

括
し
て
い
る
の
か
。

参
加
人
数
は
90
名

弱
と
決
し
て
多
い
と
は
言

え
な
い
が
、
地
域
の
率
直

な
ご
意
見
を
お
聴
き
し
た

り
、
中
味
の
濃
い
話
し
合

い
が
で
き
た
な
ど
、
大
変

有
意
義
な
懇
談
会
で
あ
っ

た
。
全
体
と
し
て
、
当
面

自
立
す
る
こ
と
を
前
提
に

町
長

質
問

プ
ラ
ン
の
策
定
推
進
に
つ

い
て
は
概
ね
ご
理
解
い
た

だ
い
た
も
の
と
受
け
止
め

て
い
る
。
地
域
の
ご
了
解

が
得
ら
れ
れ
ば
、
地
域
に

出
向
い
て
説
明
し
、
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
。

第
５
次
総
合
計
画

と
戦
略
プ
ラ
ン
の
関
係
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
町
民
に
説
明
の

必
要
は
な
い
の
か
。

総
合
計
画
の
中
に

は
財
政
運
営
の
健
全
化
に

取
り
組
む
こ
と
も
盛
込
ま

れ
て
お
り
、
総
合
計
画
の

部
門
計
画
と
し
て
の
性
格

も
有
す
る
。
平
成
23
年
度

以
降
の
町
単
独
事
業
の
見

直
し
の
際
に
は
、
総
合
計

画
と
の
整
合
性
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

プ
ラ
ン
の
推
進
と
総
合

計
画
の
関
係
に
つ
い
て
は

折
に
ふ
れ
周
知
を
図
っ
て

町
長

質
問

い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
は
人

づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら

見
る
と
社
会
教
育
が
持
つ

役
割
は
益
々
重
要
に
な
る

と
考
え
る
が
。

お
互
い
の
「
学
び

あ
い
」
を
通
じ
て
多
く
の

仲
間
と
と
も
に
実
現
し
て

い
く
こ
と
が
「
ま
ち
づ
く

り
」
へ
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
。

こ
れ
ら
の
学
習
を
身
近

な
も
の
と
し
、
深
め
広
げ

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
、
学
習
す
る
意
欲
や
活

動
を
公
的
に
支
援
す
る
こ

と
が
社
会
教
育
の
役
割
で

あ
り
、
こ
う
し
た
学
習
活

動
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

大
変
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。地

域
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
「
産

質
問

町
長

質
問

業
後
継
者
育
成
基
金
条

例
」
の
積
極
的
な
活
用
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

産
業
後
継
者
の
育

成
確
保
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
最
重
要
課
題
と
位
置
付

け
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
下
に
あ
る
が
幅
広
く

産
業
後
継
者
育
成
対
策
に

活
用
す
る
と
同
時
に
、
地

域
づ
く
り
の
面
で
も
効
果

が
期
待
で
き
る
事
業
を
近

隣
自
治
体
と
検
討
し
て
お

り
、
関
係
機
関
と
も
協
議

し
た
う
え
で
基
金
の
活
用

も
考
え
て
い
る
。

町
長

町
有
林
施
業
計
画

検
討
の
際
、
従
来
の
計
画

に
と
ど
ま
ら
な
い
雇
用
対

策
も
含
め
た
、
森
林
資
源

有
効
活
用
に
関
す
る
住
民

参
加
型
の
計
画
策
定
も
あ

っ
て
い
い
の
で
は
な
い

か
。

提
言
に
つ
い
て
は

極
め
て
重
要
な
問
題
と
認

識
し
て
お
り
、
本
町
と
し

町
長

質
問

て
も
季
節
労
働
者
と
森
林

の
育
成
を
加
味
し
た
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

環
境
問
題
へ
の
関
心
の

高
ま
り
に
よ
り
、
町
と
し

て
も
森
林
に
対
す
る
意
識

を
変
え
て
い
く
時
期
と
考

え
て
お
り
、
施
業
計
画
と

は
別
に
こ
れ
ら
の
課
題
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

学
路
対
策
と
な
っ
て
い

た
。各

担
当
部
署
と
の
協
議

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

今
後
の
公
共
工
事

な
ど
は
、
関
連
部
署
と
の

連
携
を
と
り
、
実
施
し
た

い
。

町
長

設
計
測
量
費
に
つ

い
て
は
、
高
く
は
な
い
の

か
。

実
測
線
調
査
等
３

点
の
調
査
が
あ
り
、
補
償

物
件
な
ど
、
ま
た
は
財
産

取
得
の
た
め
に
必
要
な
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

町
長

質
問

川 村 議 員

南
13
線
交
通
安
全

施
設
整
備
（
歩
道
工
事
）

の
予
定
価
格
は
、
甘
く
な

い
の
か
。基

準
ど
お
り
な
の

で
問
題
な
い
。

当
初
南
13
線
交
通

安
全
施
設
整
備
（
歩
道
工

事
）
は
、
福
祉
目
的
、
通

質
問

町
長

質
問

い っ ぱ ん

工 藤 議 員
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え
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考
え

平
成
23
年
以
降
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の
考
え

隣
接
地
域
の
方
と
話
し
合
っ
て
い
る

隣
接
地
域
の
方
と
話
し
合
っ
て
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る

隣
接
地
域
の
方
と
話
し
合
っ
て
い
る

平成2211年度予年度予算算に反映反映され
た財政健全化戦略プランた財政健全化戦略プラン
平成21年度予算に反映され
た財政健全化戦略プラン

銀
河
線
跡
地
の
価
格
は
高
く
な
い
の
か

銀

線
跡
地
の
価
格
は
高
く
な
い
の
か

銀
河
線
跡
地
の
価
格
は
高
く
な
い
の
か

町
長

幸
町
線
の
道
路
整
備
の
進
め
方
は

幸
町
線
の
道
路
整
備
の
進
め
方
は

幸
町
線
の
道
路
整
備
の
進
め
方
は

町
長

健
全
化
項
目
も
反
映
し
た
い

健
全

項
目
も
反
映
し
た
い

健
全
化
項
目
も
反
映
し
た
い

平
成
平
成
2211
年
度
予
算
の
考
え
方
は

年
度
予
算
の
考
え
方
は

平
成
21
年
度
予
算
の
考
え
方
は

町
長

住
民
と
の
信
頼
関
係
が

の
課
題

第４ 定例会は 2名の方が傍聴されました

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
行
政
の
確
立
は

の
農
業
に
連
携
と
誠
意
の
対
応
を

町
民
の
元

の
源
で
あ
る
農
業
施
策
を
問
う

№160ぱ ん 質 問

銀
河
線
跡
地
利
用

と
し
て
、
幸
町
線
の
道
路

整
備
実
測
線
調
査
が
済
ん

で
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

駅
構
内
を
縦
断
す

る
計
画
の
幸
町
線
は
、
線

形
調
査
を
含
め
実
測
線
調

査
を
行
っ
た
。

こ
の
路
線
は
、
市
街
地

整
備
を
図
る
う
え
で
も
重

要
と
考
え
て
い
る
。

町
長

質
問

国
庫
補
助
金
の
こ
と
も

あ
り
、
平
成
23
年
以
降
の

整
備
を
考
え
て
い
る
。

道
道
と
南
12
線
が

交
差
す
る
、
西
富
の
跨
線

橋
の
撤
去
整
備
を
道
に
要

望
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

平
成
19
年
度
か
ら

道
に
要
望
し
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

町
長

質
問

ふ
る
さ
と
銀
河
線

跡
地
売
買
価
格
は
、
高
く

な
い
の
か
。

市
街
地
区
の
価
格

は
、
地
域
ご
と
の
説
明
会

で
、
砂
利
の
処
分
な
ど
も

含
め
て
話
し
合
っ
て
お

り
、
今
後
も
購
入
意
向
確

町
長

質
問

認
を
進
め
て
い
き
た
い
。

売
買
に
関
し
て
地

域
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い

の
か
。

跡
地
隣
接
者
と
の

調
整
は
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル

も
な
い
。跡

地
の
樹
木
の
伐

質
問

町
長

質
問

採
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

そ
の
件
に
つ
い

て
は
、
２
件
ほ
ど
電
話
連

絡
が
あ
っ
た
。

今
後
、
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

銀
河
線
跡
地
が
不

用
の
町
有
財
産
に
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

今
後
、
売
買
の
た

め
さ
ら
に
努
力
し
た
い
。

町
長

質
問

担
当
課
長

議
会
関
連
や
補
助
奨
励
費

の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、

関
係
者
や
団
体
等
と
の
折

衝
や
事
前
協
議
を
行
い
な

が
ら
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
い
る
。収

入
増
を
目
指

し
、
町
民
の
負
担
を
重
く

す
る
使
用
料
・
手
数
料
の

引
上
げ
が
目
立
っ
て
い
る

が
そ
の
反
面
、
町
税
な
ど

の
滞
納
額
が
多
く
、
不
納

欠
損
額
が
増
え
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
町
民
か
ら
は

不
公
平
だ
と
の
声
も
あ
が

っ
て
き
て
い
る
。

平
成
19
年
度
で
は
、
町

税
約
５
９
０
万
円
、
国
保

税
約
６
６
０
万
円
、
使
用

料
約
55
万
円
が
不
納
欠
損

に
な
っ
て
い
る
。

収
入
未
済
額
も
、
町
税

約
２，

２
８
０
万
円
、
国

保
税
約
３，
２
０
０
万
円
、

使
用
料
２
９
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
が
、
徴
収
の
方

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

平
成
19
年
度
の
不

納
欠
損
金
は
非
常
に
大
き

町
長

質
問

い
。
内
容
は
、
高
額
滞
納

者
の
町
外
転
出
な
ど
で
、

連
絡
が
取
れ
ず
に
時
効
消

滅
に
な
っ
た
も
の
も
あ

る
。収

入
未
済
額
の
対
応
策

と
し
て
、
電
話
催
告
、
戸

別
訪
問
、
滞
納
処
分
な
ど

の
具
体
的
な
方
策
を
進
め

て
い
る
が
、
近
隣
市
町
の

徴
収
対
策
な
ど
の
事
例
も

参
考
に
し
、
さ
ら
に
北
見

道
税
事
務
所
に
直
接
徴
収

を
委
託
す
る
な
ど
し
て
、

積
極
的
な
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

河 端 議 員

厳
し
い
財
政
運
営

が
続
き
、
町
の
生
き
残
り

を
か
け
て
、
財
政
健
全
化

戦
略
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

町
内
各
地
で
説
明
会
を
行

っ
て
き
た
が
、
町
民
の
声

は
、厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

平
成
21
年
度
予
算
編
成

に
当
り
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

可
能
な
限
り
、
平

成
21
年
度
予
算
に
健
全
化

町
長

質
問

項
目
を
反
映
し
た
い
が
、

機
械
的
に
実
施
す
る
の
で

は
な
く
、
町
民
の
福
祉
の

維
持
向
上
な
ど
に
配
慮
し

て
い
き
た
い
。

各
課
か
ら
出
さ
れ

た
削
減
目
標
の
設
定
に
際

し
て
、
横
の
連
携
が
と
れ

て
い
る
の
か
。

行
革
推
進
本
部
会

議
と
庁
内
会
議
を
開
催

し
、
原
案
の
全
体
調
整
と

町
長

質
問

内
容
の
確
認
を
行
い
、
横

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

各
委
員
会
・
審
議

会
の
あ
り
方
や
報
酬
・
旅

費
な
ど
の
協
議
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
補
助
金
・
奨
励

金
な
ど
を
交
付
し
て
い
る

団
体
へ
の
説
明
は
済
ん
で

い
る
の
か
。

各
種
委
員
会
・
審

町
長

質
問
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線
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心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
行
政
の
確
立
は

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
行
政
の
確
立
は

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
行
政
の
確
立
は

町
長

苦
境
の
農
業
に
連
携
と
誠
意
の
対
応
を

の
農
業
に
連
携
と
誠
意
の
対
応
を

苦
境
の
農
業
に
連
携
と
誠
意
の
対
応
を

町
民
の
元
気
の
源
で
あ
る
農
業
施
策
を
問
う

町
民
の
元

の
源
で
あ
る
農
業
施
策
を
問
う

町
民
の
元
気
の
源
で
あ
る
農
業
施
策
を
問
う

町
長

平成21年２月１日発行 い っ ぱ ん

国
の
机
上
政
策
に

限
界
が
あ
り
、
農
民
が
培

っ
た
技
術
と
科
学
の
融
合

に
よ
る
成
果
に
期
待
す
る

が
、
地
域
の
特
色
あ
る
作

物
の
見
直
し
を
含
め
、
明

日
に
希
望
を
持
て
る
足
腰

の
強
い
経
営
確
立
を
目
指

す
施
策
を
伺
い
た
い
。

始
め
に
、
後
継
者
の
安

定
的
就
農
・
定
着
に
向
け

た
施
策
と
就
農
状
況
を
ど

う
受
け
止
め
る
の
か
。

社
会
教
育
・
Ｊ
Ａ

な
ど
の
連
携
に
よ
る
対
策

と
、
経
営
基
盤
の
安
定
と

町
営
住
宅
入
居
な
ど
環
境

整
備
を
進
め
た
い
。

歴
代
の
農
業
政
策
が
、

就
農
数
を
高
め
て
い
る
。

就
農
条
件
の
違
い
の
対

応
と
し
て
、
組
合
員
が
Ｊ

Ａ
に
学
習
の
場
を
求
め
る

こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
。

国
の
農
業
政
策
と

質
問

町
長

質
問

生
産
資
材
高
騰
の
影
響
は
。

具
体
的
な
言
及
は

で
き
な
い
が
、
畑
作
専
業

へ
の
影
響
は
大
き
い
と
認

識
し
て
い
る
。

資
材
高
騰
の
影
響
は
大

き
い
が
、
国
の
緊
急
対
策

に
は
、
土
壌
分
析
の
添
付

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
の
土
壌
分
析
機
器

導
入
助
成
・
酪
農
関
連
施

設
施
策
や
飼
料
基
盤
整
備

な
ど
を
進
め
た
い
。

農
業
施
策
の
明
示

と
情
報
提
供
な
ど
を
含
め

た
支
援
と
、
特
色
あ
る
作

物
の
作
付
拡
大
の
支
援
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

農
業
政
策
は
、
各

種
計
画
に
示
し
、
年
次
毎

に
見
直
し
な
が
ら
実
施
す

る
。情

報
提
供
は
、
機
関
連

携
で
対
応
し
要
請
活
動

は
、今
後
も
行
う
が
、作
物

町
長

質
問

町
長

社
会
的
情
勢
悪
化

の
な
か
で
、住
民
の
悩
み
も

増
大
多
様
化
し
て
い
る
。

役
場
を
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
欲
し
い
旨
の
発
言
が

あ
っ
た
が
、
住
民
と
行
政

の
信
頼
構
築
が
大
切
と
の

観
点
か
ら
、
住
民
と
行
政

の
信
頼
関
係
の
認
識
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

気
兼
ね
な
い
相
談

窓
口
体
制
へ
の
配
慮
や
親

町
長

質
問

切
丁
寧
な
対
応
に
加
わ

え
、行
政
と
し
て
で
き
る
、

で
き
な
い
か
を
明
確
に
示

し
説
明
す
る
こ
と
の
積
み

重
ね
が
信
頼
関
係
構
築
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

町
民
が
行
政
を
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
た

め
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

地
域
担
当
職
員
の

配
置
や
保
健
師
な
ど
に
よ

町
長

質
問

に
つ
い
て
、
意
見
を
公
表

し
他
の
行
政
庁
に
建
議
し

又
は
そ
の
諮
問
に
応
じ
て

答
申
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
法
的
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
連
携
し
農

業
者
の
声
を
受
け
止
め
て

施
策
を
進
め
た
い
。

情
報
を
的
確
に
と
ら

え
、
農
業
政
策
・
発
想
を

変
え
ろ
と
の
提
起
と
受
け

止
め
、真
剣
に
考
え
た
い
。

る
訪
問
活
動
の
充
実
と
各

種
説
明
会
や
懇
談
会
に
積

極
的
に
職
員
を
出
向
か
せ

て
い
る
が
、
住
民
と
の
信

頼
関
係
を
築
く
の
は
、永
遠

の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

住
民
と
行
政
と
の

質
問

関
係
構
築
の
行
政
運
営
の

重
点
目
標
を
伺
い
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
質
問

の
回
答
で
触
れ
た
こ
と
を

着
実
に
実
行
す
る
こ
と
が

行
政
運
営
の
重
点
目
標
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
長

に
特
化
し
た
対
策
は
無
理

で
動
き
を
見
守
り
た
い
。

政
策
提
言
機
関
と

し
て
の
農
業
委
員
会
の
位

置
付
け
が
必
要
で
は
な
い

か
。

「
区
域
内
の
農
業

及
び
農
民
に
関
す
る
事
項

町
長

質
問

上 原 議 員
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12月
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平成20年度訓子府町功労

者等顕彰式（全議員）

社会福祉協議会法人化20

周年記念社会福祉大会（議

長）

居武士小学校学芸会（議長）

平成19年度各会計決算審

査特別委員会

くんねっぷ幼稚園発表会（議

長）

総務文教常任委員会所菅

事務調査

第52回町村議会議長全国

大会（東京都 議長）

網走支庁管内町村議会北

網ブロック議長会議長府

県行政委託調査（京都府・

愛知県 議長）

新穀感謝祭（副議長、産建

委員長）

全員協議会，議員懇談会（全

議員）

北網広域圏組合説明会（議

長）

保育園合同ゆうぎ会（議長）

議会運営委員会

網走支庁管内町村議会議

長会第５回臨時総会（上湧

別町 議長）

総務文教常任委員会

全員協議会（全議員）

産業建設常任委員会

議会広報特別委員会

碩日本善行会北見地区支

部表彰受賞者合同祝賀会（北

見市 議長）

第４回定例会

議会広報特別委員会

まちづくり委員会（議長）

議会広報特別委員会

北見地区消防組合訓子府

消防団出初式（全議員）

財産審議委員会（正副議長・

各常任委員長）

平成21年公職者新年交礼

会（全議員）

平成21年成人式（全議員）

中央長寿会新年会（議長）

議会広報特別委員会

議会広報特別委員会

全員協議会（全議員）

議会広報特別委員会

自衛隊父兄会訓子府支部

総会（議長）

３日

８日

９日

16日

18日

19日

23日

27日

28日

30日

３日

４日

５日

９日

14日

17日

19日

26日

５日

６日

11日

14日

19日

22日

31日

あ
と
が
き

平
成
20
年
定
例
会
も
無

事
終
了
し
、振
り
返
っ
て
見

ま
す
と
、一
般
質
問
が
年
間

26
名
、全
道
、管
内
を
見
て

も
一
定
例
会
で
６
名
以
上

の
質
問
者
が
あ
る
議
会
は

例
が
な
く
、傍
聴
者
の
方
達

も
増
え
、関
心
の
高
さ
が
出

て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら

も
議
員
一
人
ひ
と
り
の
奮

闘
を
期
待
し
、町
民
の
皆
様

の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」も
多
く

の
町
民
の
方
々
に
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
心
を
く

だ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
工
夫

と
声
を
聞
き
な
が
ら
努
力

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、こ

れ
か
ら
も
ご
愛
読
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
、

明
る
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。議

長

橋
本

憲
治

議会広報特別委員会
委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃
〃

事 務 局
〃

河端 芳惠
西山由美子
工藤 弘喜
山本 朝英
川村 進
小林 一甫
橋本 憲治
小野 良次
小林 央

総務文教常任委員会では、総務文教常任委員会では、保育園保育園・幼稚園幼稚園
職員と懇談会を実施職員と懇談会を 施（11月18日）日）
総務文教常任委員会では、保育園・幼稚園
職員と懇談会を実施（11月18日）

10～13日

20～22日

16～17日

№160

□

12
月
９
日
（
火
）・
17
日

（
水
）

○「
議
会
だ
よ
り
」第
１

５
９
号
の
問
題
提
起
、

次
号
の
掲
載
予
定
記
事

の
確
認
を
行
っ
た
。

□

12
月
26
日
（
金
）

○

第
４
回
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
原
稿
等
を

確
認
し
た
。

□

１
月
14
日
（
水
）・
19
日

（
月
）・
22
日
（
木
）

○「
議
会
だ
よ
り
」第
１

６
０
号
の
確
認
作
業
を

行
っ
た
。

□

11
月
18
日
（
火
）

○

所
管
事
務
調
査
（
保

育
園
・
幼
稚
園
職
員
と

の
懇
談
会
）
を
実
施
し

た
。

□

12
月
４
日
（
木
）

○

第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

っ
た
。

□

12
月
３
日
（
水
）

○

第
４
回
定
例
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。

□

12
月
16
日
（
火
）

○

第
４
回
定
例
会
の

「
日
程
繰
り
上
げ
」
に

関
す
る
協
議
を
行
っ

た
。

□

12
月
５
日
（
金
）

○

第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

っ
た
。

□

12
月
５
日
（
金
）

○

所
管
事
務
調
査
（
現

地
調
査
）を
実
施
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会


